
716 CHEMOTHERAPY
SEPT. 1992

呼吸器感染症におけるcefclidinの 臨床的検討

吉岡 巌*,小 花光夫,松 岡康夫,入 交昭一郎

川崎市立川崎病院 内科

(拳現 吉岡医院)

Cefclidin(CFCL)を 各種呼吸器感染症に使用 し,そ の臨床的効果お よび副作用につ き検討 し

た。対象は10例 で,感 染症の内訳は肺炎4例,慢 性気管支炎の急性増悪2例,肺 化膿症.1例,

膿胸 ・慢性気管支炎1例,マ イコプラズマ肺炎2例 であったが,マ イコプラズマ肺炎の2例 に

つ いては,副 作用についてのみ検討 した。

投与方法は本剤19を1日2回 点滴静注 した。分離 し得た起 因菌はStreptococcus pneumoniae,

Slaphylococcus aureus, Haemophilus influenzae, Pseudomonas aeruginosa各1例 ずつであっ

た。臨床効果は,肺 炎では著効2例,や や有効2例,慢 性気管支炎の急性増悪例では有効1例,

無効1例,膿 胸 ・慢性気管支炎1例 は有効,肺 化膿症1例 では著効 で,計8例 中5例 が有効以

上であった。副作用は1例 も認め られなかった。本剤投与前後における検査値では1例 にGOT,

GPTの 軽 度上昇 を認めたが,本 例はマ イコプラズマ肺炎例 であ り,本 剤 との関連は不明であっ

た。
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Cefclidin(CFCL)は エーザイ研究所において開発さ

れた注射用cephalosporin系 抗生剤であり,本 剤はグラ

ム陽性菌およびグラム陰性菌に対 して広範囲な抗菌ス

ペ クトルを有 し,特 にPseudomonas aeruginosaに 対 し

ては他剤耐性菌に対 しても強い抗菌力を示す とされて

いる1,2)。今 回我々は各種呼吸器感染症に対するCFCL

の臨床的効果,安 全 性について検討 を行った。

対象は1988年6月 か ら同年9月 までの間に川崎市立

川崎病院内科に入院 した患者10例 で,男 性7例,女 性

3例 で,年 齢は23歳 か ら81歳 にわた り平均年齢は53.7

歳 で あった。疾患の内訳は肺炎4例,慢 性気管支炎の

急性増悪2例,肺 化膿症1例,膿 胸 ・慢性気管支炎1

例,マ イコプラズマ肺炎2例 であった。なお,マ イコ

プラズマ肺炎の2例 はその後の検査によ り,マ イコプ

ラズマ抗体 が上昇 したこと,テ トラサイクリン系抗生

剤が有効であったことより診断し,臨 床的効果におい

ては除外例 とし,安 全性についてのみ検討した。

投与方法 としては,本 剤19を ソ リタT3200m1に 溶解

し,1日2回12時 間毎の点滴薄注 を行った。投与期間

は3～20日 で平均14日 であった。効果判定は,細 菌学

的には菌の消失をもって有効 とし,臨 床的には発熱,

喀疲の性状,喀 痰量などの臨床症状および胸部 レ線所

見,血 沈,CRP,白 血球数 な どの検査所見の改善か

ら,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階に判定した。

症例の一覧は表の如 くである(Table 1)。症例1,

2,6,8は 肺 炎例 で,喀 痰培養 によ り症例1で は

Streptococcus pneumoniae,症 例2で はStaphylococcus

aureus,症 例6で はHaemophilus influenzaeが 検出さ

れ,症 例8か らは起因菌は検 出されなかった。

症例1は,ofloxacin(OFLX)投 与によっても消失し

なか った菌が本剤投与に より消失 し,ま た臨床症状の

著明な改善 を認めたこ とより著効 と判定 した。症例2

は細菌学的には有効であったが,胸 部レ線の改善が遅

延 したため臨床的にはやや有効 と判定 した。症例6は

臨床症状,急 性炎症反応および胸部レ線所見の著明な

改善 をみたため著効 と判定 した。症例8は 検査成績の

改善 をみたが,微 熱が続いた。 この発熱はその後に投

与されたテ トラサイクリン系抗生剤で解熱したことよ

りマイコプラズマ肺炎等の混合感染 と考えられたが,

やや有効 と判定した。

症例3,4は 慢性気管支炎の急性増悪例で,い ずれ

も起 因菌は不明であった。症例3は 臨床症状および炎

症反応の改善がみ られ有効 と判定した。症例4は 臨床

症状の改善が不良で,本 剤投与後喀痰培養により菌種

を同定 し得なかったグラム陰性桿菌を検出したたあ無

効 と判定 した。

*〒302茨 城 県取手市白山1-4-14



VOL.40 S-4
呼吸器感染症におけ るcefclidinの 臨床的検討

717

Table 1. Clinical and bacteriological effect of cefclidin

N, D.: not done GNR: gram negative rod

臨床効果判定においては,著 効3例,有 効2例,や

や有効2例,無 効1例 で,計8例 中5例 が有効以上で

あった。

症例を呈示す る。

症例5:K.T.,43歳,男 性,肺 化膿症

1988年8月 下旬喀痰,咳 漱が出現。9月 初旬 より微

熱も認めたため,9月5日 当院を受診。胸部 レ線上右

上肺野にニボーを伴 う浸潤影 を認めたため肺化膿症 と

診断され入院 となった。入院後本剤1回19,1日2回

の点滴静注を行った ところ,4日 目には完全 に解熱 し,

19日後の胸部レ線では浸潤影 もほぼ消失 したため,著

効と判定した(Fig.1)。

症例7:KM.,76歳,男 性,膿 胸 ・慢性気管支炎

1987年11月 よ り膿胸 ・慢性気管支炎にて当院外来に

通院していた。1988年7月 初旬より発熱,呼 吸困難が

出現し8月4日 入院 とな った。 入 院後piperacillin

(PIPC),caftazidime(CAZ),gentamicin(GM)を 長期

投与したが解熱せず,呼 吸困難 も持続,喀 痰培養 より

頻回にP.aeruginosaを 検 出 した。9月10日 よ り本剤1

回19,1日2回 の点滴静注 を開始 した ところ翌 日より

解熱し,7日 目には呼吸困難も改善 した。菌の消失は

Fig. 1. Case 5. K. T.(43) Male: Lung abscess

認め られず細菌学的には無効であったが,臨 床的には

明らかに有効であった(Fig.2)。

自覚的および他覚的副作用は10例 全例 において認め

られなかった。臨床検査値異常 としては症例9で 本剤

投与後GOT,GPTの 軽 度上昇を認めたが,本 剤はマ イ

コプラズマ肺炎例であったため,本 剤 との因果関係は

不明であった(Table2)。



718 CHEMOTHERAPY
SEPT. 1992

P. acrugmosa (2+) P. aeruginosa (1+)

Fig. 2. Case 7. K. M.(76) Male: Empyema and Chronic bronchitis

Table 2. Laboratory test before and after administration of cefclidin

今回,本 邦において開発されたCFCLを 呼吸器感染

症に投与する機会を得た。臨床効果判定可能であった

8例 においては,5例 が著効ないし有効であった。肺

実質感染症では5例 中3例 が著効であり,慢 性気道感

染症では3例 中2例 が有効であった。この成績は難治

例も含まれていたことを考えると良好な成績と考えら

れた。

CFCLは グラム陽性球菌やグラム陰性桿菌に広範囲

の抗菌スペ クトルを有 し,特 にP.aeruginosa に対して

は他の第3世 代 セフェム系抗生剤に耐性であるものに

対 して も有効 であ り,CAZやcefsulodin (CFS)の4

～8倍 の抗菌力を有 しているとの報告 もある1)。今回

我々もPIPC,CAZ,GMに 対 して全 く反応を示さなか

っ た P. aeruginosa による膿胸の1例 に本剤を使用し有
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効な結果が得 られた。菌の消失には至 らなかったが,

これは慢性の経過をとった膿胸 とい う疾患の性質に よ

るものと考えられた。また,副 作用に関 しても10例 と

少数ではあるが,本 剤 と明らかに関連があると考 えら

れた副作用は認められなかった。

以上より,CFCLは 呼吸器感染症において十分有用

と考えられ,今 後さらに各種呼吸器感染症 に対す る効

果を検討するに値す る抗生物質であると考えられた。
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CLINICAL STUDY ON CEFCLIDIN
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A new antibiotic, cefclidin (CFCL), was administered to 10 patients with respiratory tract infec-

tions by intravenous drip infusion at doses of 2g daily for 3 to 20 days.
These cases included 4 with pneumonia, 2 with acute exacerbation of chronic bronchitis, one with

lung abscess, and one with empyema and chronic bronchitis. The other two cases were mycoplasma

pneumonia, in which we studied only side effects.
The results obtained showed effectiveness in 5 out of 8 cases.

Neither side effects nor abnormal laboratory findings were observed in any of these cases.


